
人と自然が織りなす芸術のまち　　心豊かで伸びゆく美しいまち
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路傍の花　「白
シラネセンキュウ

根川芎」（木場地区）

　一本の丸太から芸術的な作品を造り上げるチェ

ンソーアート九州大会が行われ，選手たちは，豪

快かつ繊細なチェンソーさばきを披露し，観客を

魅了していました。　

（Ｐ 2～ 3にて関連記事掲載）

『  チェンソ－で造りだす
丸太の芸術  』
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【チェンソーアート九州大会　成績表】

賞　名 出身県 氏　名 タイトル

メインカービング

優　勝 山口県 林　隆雄 friends

準優勝 神奈川県 蘭　二朗 一蔵どん「いっどー」

第３位 鹿児島県 瀬戸口　准一 幸運の女神

湧水町長賞 熊本県 谷口　和洋 え～と！！

全日本チェンソーアート協会賞 鹿児島県 西　学 湧水町オールスターズ

黒蕨賞 鹿児島県 仮屋　良二 ワシ

（敬称略）

　　  栗野岳レクリエーション村周辺　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成３０年１１月３日（土・祝）・４日（日）
フ ェ ス タ

11
月
３
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
、

栗
野
岳
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
村
周
辺

で
湧
水
町
高
原
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
気
持
ち
の
い
い
青
空
の

も
と
、
今
年
度
も
、
彫
刻
造
形
展
と

チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
九
州
大
会
を
同

時
に
開
催
し
、
多
く
の
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

栗
野
岳
の
中
腹
「
ア
ー
モ
ン
ド
の

丘
」の
特
設
会
場
で
行
わ
れ
た
、チ
ェ

ン
ソ
ー
ア
ー
ト
九
州
大
会
２
０
１
８

に
は
、
主
に
九
州
各
地
か
ら
総
勢

15
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
１

日
目
か
ら
２
日
目
の
午
前
中
に
か
け

て
、
大
き
な
丸
太
で
１
つ
の
作
品
を

丁
寧
・
繊
細
に
作
り
上
げ
る
メ
イ
ン

チェンソーアート九州大会2018

優勝
friends

準優勝
一蔵どん「いっどー」

第 3位
幸運の女神
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部門 順位・賞名 作品名 団体名

審
査
の
部

総
合
部
門

湧水大賞 栗野岳の主「シシどん」 北方地区【北方造形クラブ　水車（みっぐいま）】

湧水町長賞 バルタン星人 （有）老谷家具店

霧島アートの森賞 チョウチンアンコウ 湧水町立轟小学校

アイデア賞 ミニオン 渓流摩（けいるま）

ユーモア賞 そよ風のサックス チーム川添

努力賞 鳳凰（ほうおう） 川添地区

投
票
の
部

一
般
の
部

１　位 バルタン星人 （有）老谷家具店

２　位 ミニオン 渓流摩（けいるま）

３　位 そよ風のサックス チーム川添
地
区
・
自
治
会
の
部

１　位 栗野岳の主「シシどん」 北方地区【北方造形クラブ　水車（みっぐいま）】

２　位 鳳凰（ほうおう） 川添地区

３　位 金正恩朝鮮労働党委員長 西下場地区
小
・
中
・
親
子
の
部

１　位 チョウチンアンコウ 湧水町立轟小学校

２　位 ふるさと湧水 湧水町立栗野中学校 3 年生造形班

３　位 SL「チェスト号」 湧水町立吉松小学校 4 年生

【彫刻造形展　成績表】

　　  栗野岳レクリエーション村周辺　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成３０年１１月３日（土・祝）・４日（日）
湧 水 町 高 原

カ
ー
ビ
ン
グ
や
、
２
日
目
の
午
後
か

ら
は
、
わ
ず
か
１
時
間
で
作
品
を
作

り
上
げ
る
迫
力
あ
る
ス
ピ
ー
ド
カ
ー

ビ
ン
グ
な
ど
が
行
わ
れ
、
両
日
と
も

に
会
場
は
盛
大
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。彫

刻
造
形
展
で
は
、
町
内
の
学
校

や
地
区
、
一
般
団
体
か
ら
17
の
作
品

が
出
展
さ
れ
、
栗
野
岳
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
村
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
個
性
豊

か
な
作
品
が
並
び
ま
し
た
。
ま
た
、

地
場
産
品
販
売
や
木
工
ク
ラ
フ
ト
・

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
高
原
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
催

し
に
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

色
づ
き
は
じ
め
た
紅
葉
と
と
も
に
芸

術
の
秋
を
満
喫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。　

彫 刻 造 形 展

作
品
の
一
部
は
、
今
後
様
々
な

施
設
に
展
示
を
行
う
予
定
で
す
。

湧
水
町
長
賞

バ
ル
タ
ン
星
人

霧
島
ア
ー
ト
の
森
賞

チ
ョ
ウ
チ
ン
ア
ン
コ
ウ

湧
水
大
賞

栗
野
岳
の
主
「
シ
シ
ど
ん
」



年度湧水町秋まつり
～湧水町表彰式～

　１１月２３日（金・祝），平成３０年度湧水町秋まつりを開催しました。
　秋まつりでは，町政振興に寄与された方を表彰する町表彰式，この一年で農林業の分野で功績が
あった方々を表彰する農林業生産者大会も開催され，秋の収穫を祝う賑やかな一日となりました。

【
功
労
表
彰
】

米
満
　
重
満
氏

栗
野
町
助
役
・
栗
野
町
長
・
湧
水
町
長

と
し
て
、
31
年
余
り
の
永
き
に
わ
た
り
、

地
方
自
治
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

【
功
績
表
彰
】

（
故
）
花
堂
　
伸
一
氏

栗
野
町
・
湧
水
町
消
防
団
員
と
し
て
、

38
年
余
り
の
永
き
に
わ
た
り
、
住
民
の

生
命
・
財
産
の
保
護
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

郷
原
　
喜
真
男
氏

吉
松
町
・
湧
水
町
消
防
団
員
と
し
て
、

40
年
余
り
の
永
き
に
わ
た
り
、
住
民
の

生
命
・
財
産
の
保
護
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

永
田
　
浩
三
氏

湧
水
町
教
育
支
援
委
員
会
委
員
と
し

て
、
16
年
余
り
の
永
き
に
わ
た
り
、
児

童
生
徒
の
就
学
に
係
る
教
育
支
援
に
寄

与
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
川
　
重
郎
氏

吉
松
町
・
湧
水
町
民
生
委
員
児
童
委
員

と
し
て
、
14
年
余
り
の
永
き
に
わ
た
り
、

地
域
福
祉
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

和
田
　
喜
美
子
氏

栗
野
町
・
湧
水
町
民
生
委
員
児
童
委
員

と
し
て
、
23
年
余
り
の
永
き
に
わ
た
り
、

地
域
福
祉
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま

す
。

上
水
流
　
功
氏

北
姶
良
森
林
組
合
理
事
・
代
表
理
事
組

合
長
と
し
て
、
15
年
余
り
の
永
き
に

わ
た
り
、
地
域
森
林
の
保
続
培
養
及
び

森
林
生
産
力
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

田
中
　
護
氏

栗
野
土
地
改
良
区
理
事
・
監
事
と
し
て
、

14
年
余
り
の
永
き
に
わ
た
り
、
土
地
改

良
事
業
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

森
山
　
和
泉
氏

栗
野
土
地
改
良
区
理
事
と
し
て
、
20
年

余
り
の
永
き
に
わ
た
り
、
土
地
改
良
事

業
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

【
表
彰
伝
達
】

〈
教
育
功
労
〉

正
六
位
（
故
）
荒
田
　
耕
氏

県
教
職
員
と
し
て
、
39
年
余
り
の
永
き

に
わ
た
り
、
学
校
教
育
の
振
興
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

〈
消
防
功
労
〉

瑞
宝
単
光
章
（
故
）
花
堂
　
伸
一
氏

栗
野
町
・
湧
水
町
消
防
団
員
と
し
て
、

38
年
余
り
の
永
き
に
わ
た
り
、
住
民
の

生
命
・
財
産
の
保
護
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

〈
地
方
自
治
功
労
〉

旭
日
単
光
章
（
故
）
西
　
春
美
氏

栗
野
町
議
会
議
員
と
し
て
、
12
年
余
り

の
永
き
に
わ
た
り
、
地
方
自
治
の
振
興

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

〈
地
方
自
治
功
労
〉

旭
日
単
光
章
　
福
本
　
三
郎
氏

栗
野
町
議
会
議
員
と
し
て
、
16
年
余
り

の
永
き
に
わ
た
り
、
地
方
自
治
の
振
興

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
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湧水町の秋を彩る 平成３０
～農林業生産者大会～

～農林商工祭～
農林業各種表彰

松ぼっくり加工体験

経営改善計画認定書授与 担い手農家意見発表 小学生による体験発表
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大勢の来場者で賑わいました

ドローン展示コーナー

ふわふわバルーンコーナー 湧水町産鹿児島黒牛試食

マスの掴み取り

特産品抽選 湧水茶販売

郷土芸能　「竹田兵児踊り」

郷土芸能　「長谷棒踊り」郷土芸能　「上村太鼓踊り」

ちんどんかわち屋　祝餅付き
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　総　合
順　位 チーム名 記　　録

優　 勝 北 方 地 区 45 分 22 秒
準 優 勝 上 川 西 地 区 45 分 52 秒
第 3 位 轟 地 区 47 分 00 秒
第 4 位 上 場・ 老 竹 地 区 49 分 49 秒
第 5 位 鶴 丸 地 区 49 分 53 秒
第 6 位 川 添 地 区 50 分 55 秒
第 7 位 長 谷 地 区 51 分 36 秒
第 8 位 東 中 下 場 地 区 51 分 39 秒
第 9 位 西 下 場 地 区 51 分 51 秒
第 10 位 下 川 西 地 区 52 分 06 秒
第 11 位 米 永 地 区 52 分 13 秒
第 12 位 幸 田 地 区 52 分 32 秒
第 13 位 中 津 川 地 区 54 分 21 秒
第 14 位 般 若 寺・ 停 車 場 地 区 54 分 33 秒

　区間賞　
区 間 距　離 選手名 チーム名 記　　録
1 区 1.06km 下戸　悠太郎 轟 ３ 分 ４ ８ 秒
2 区 1.74km 宇都　征史郎 上 川 西 ５ 分 ５ ８ 秒
3 区 0.85km 宮園　理紗子 北 方 ２ 分 ５ ６ 秒
4 区 2.06km 宮 田　 章 也 川 添 ６ 分 ２ ０ 秒
5 区 1.93km 福 島　 守 生 幸 田 ６ 分 １ ２ 秒
6 区 1.73km 植 林　 拓 心 轟 ５ 分 ５ １ 秒
7 区 0.95km 松 村　 正 和 北 方 ３ 分 ０ ７ 秒
8 区 1.93km 川 東　 大 悟 上 川 西 ６ 分 ３ ０ 秒
9 区 0.81km 宮園　真唯子 北 方 ２ 分 ５ ２ 秒

５回出場表彰
地区名 氏　　　　名

鶴 　 丸 池 袋　 道 博・ 坂 下　 泰 洋
上 川 西 川 東 　 大 悟
米 　 永 鶴 園　 め ぐ み
長 　 谷 園 田 　 直 樹

10 回出場表彰
地区名 氏　　　　名

北 　 方 東 　 真 一 郎
長 　 谷 水 流 添　 達 也

（敬称略）

11
月
25
日
（
日
）
に
、
第
11
回
町
内
駅
伝
競
走
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
栗
野
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
午
前
10
時
の
号
砲

と
と
も
に
防
災
セ
ン
タ
ー
前
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

最
年
少
（
９
歳
）
か
ら
最
年
長
（
62
歳
）
ま
で
の
参

加
者
を
含
む
全
14
チ
ー
ム
（
上
場
・
老
竹
、
般
若
寺
・

停
車
場
は
合
同
チ
ー
ム
）
の
選
手
は
９
区
間
の
コ
ー
ス

（
13
．06
㎞
）
を
、
沿
道
か
ら
の
暖
か
い
声
援
を
受
け

な
が
ら
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
ま
し
た
。

レ
ー
ス
は
、
序
盤
、
前
回
覇
者
の
上
川
西
地
区
が
抜

け
出
し
ま
し
た
が
、
中
盤
以
降
、
北
方
地
区
が
安
定
し

た
走
り
を
み
せ
、
見
事
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

上
場
・
老
竹
地
区
は
前
回
９
位
か
ら
４
位
、
東
中
下

場
地
区
は
前
回
14
位
か
ら
８
位
と
躍
進
し
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
入
賞
・
区
間
賞
・
５
回
出
場
表
彰
・

10
回
出
場
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
町
民
皆
様
の
ご
声

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第１１回町内駅伝競走大会

町内全地区１４チーム力走！



※
上
位
入
賞
者
の
み
掲
載

【
柔
道
】

▼
団
体

　

優
勝　
　

姶
良
地
区

　
　
　
　
　

德
田　

翼　
（
中
津
川
地
区
）

　
　
　
　
　

屋
慶
名　

健（
中
津
川
地
区
）

　
　
　
　
　

住
谷　

秀
貴（
中
津
川
地
区
）

【
剣
道
】

▼
団
体

　

準
優
勝　

姶
良
地
区

　
　
　
　
　
一ノ
瀬  

修
吾（
中
津
川
地
区
）

　
　
　
　
　

松
﨑　

元
治（
中
津
川
地
区
）

　
　
　
　
　

橋
口　

佳
幸（
上
川
西
地
区
）

【
ラ
グ
ビ
ー
】

　

準
優
勝　

伊
佐
地
区

　
　
　
　
　

村
田　

隼
基（
西
下
場
地
区
）

【
ラ
グ
ビ
ー
（
少
年
）】

　

準
優
勝　

姶
良
地
区

　
　
　
　
　

松
川　

大
空

（
加
治
木
工
業
高
３
年
：
轟
地
区
）

【
全
空
連
空
手
道
】

▼
個
人　
　

　

第
３
位　

老
谷　

木
里

（
鹿
児
島
第
一
高
校
１
年
：
轟
地
区
）

【
ク
レ
ー
射
撃
】

▼
ト
ラ
ッ
プ
団
体

　

優
勝　
　

姶
良
地
区

　
　
　
　
　

中
原　

正
春（
上
場
地
区
）

　
　
　
　
　

白
石　
　

史（
西
下
場
地
区
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

▼
男
子
団
体

　

第
３
位　

姶
良
地
区

　
　
　
　
　

松
井　

昭
悟（
下
川
西
地
区
）

　

        　

久
保　

文
明（
北
方
地
区
）

【
軟
式
野
球
】

　

優
勝　
　

伊
佐
地
区

　
　
　
　
　

宮
田　

隆
太（
上
川
西
地
区
）

　
　
　
　
　

水
流
添
達
也（
北
方
地
区
）

【
陸
上
競
技
】

▼
成
年
男
子
走
高
跳

　

第
10
位　

上
別
府
剛
志

（
九
州
共
立
大
４
年
：
上
場
地
区
）

【
水
泳
競
技
】

▼
50ｍ
自
由
形
・
背
泳
ぎ

　
　
　
　
　

川
井
田　

翼（
停
車
場
地
区
）

【
バ
レ
ー
競
技
】

　
　
　
　
　

髙
妻　

梨
帆（
轟
地
区
）

　
　
　
　

○
期
日
：
９
月
21
日
～
23
日

　
　
　
　

○
場
所
：
県
立
鴨
池
補
助
競
技
場

▼
男
子
５
０
０
０ｍ

　

第
８
位　

松
永　

佑
太

　
　
（
国
分
中
央
高
２
年
：
西
下
場
地
区
）

▼
男
子
１
６
０
０ｍ
リ
レ
ー

　

第
８
位　

真
弓　

慶
大

　
　
（
加
治
木
高
２
年
：
北
方
地
区
）

　
　
　
　

○
期
日
：
10
月
６
日
～
７
日

　
　
　
　

○
場
所
：
福
岡
大
学
第
２
記
念
会
堂

　

準
優
勝　

鹿
児
島
県

　
　
　
　
　

川
島　

空
来（
栗
野
中
３
年
）

※
12
月
23
日
～
27
日　
第
27
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ

ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大

会
出
場　

(

埼
玉
県)

　
　
　
　

○
期
日
：
10
月
６
～
７
、14
日

　
　
　
　

○
場
所
：
指
宿
市
営
球
場
他

　

優
勝　

鹿
児
島
吉
野
ボ
ー
イ
ズ

　
　
　
　

福
寿　

大
智（
栗
野
中
２
年
）

　
　
　
　

今
田
旭
太
朗（
栗
野
中
２
年
）

　
　
　
　

冨
山　

響　
（
栗
野
中
２
年
）

　
　
　
　

南　

侑
杏　
（
吉
松
中
２
年
）

　
　
　
　

下
脇
田
颯
太（
吉
松
中
１
年
）

　
　
　
　

丸
山　

琉
星（
吉
松
中
１
年
）

※
第
34
回
日
本
少
年
野
球
九
州
大
会
出
場（
佐
賀
県
）

　
　
　
　

○
期
日
：
10
月
11
～
12
日

　
　
　
　

○
場
所
：
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

▼
女
子
個
人
組
手

　

第
２
位　

老
谷　

木
里

（
鹿
児
島
第
一
高
１
年
：
轟
地
区
）

　
　
　
　

○
期
日
：
10
月
19
～
22
日

　
　
　
　

○
場
所
：
奈
良
県

　

優
勝　

伊
佐
湧
水
消
防
組
合

　
　
　
　

宮
田　

隆
太（
上
川
西
地
区
）

　
　
　
　

水
流
添
達
也（
北
方
地
区
）

　
　
　
　

赤
塚　

佑
大（
鶴
丸
地
区
）

　
　
　
　

○
期
日
：
10
月
27
日

　
　
　
　

○
場
所
：
吹
上
浜
公
園
相
撲
場

【
団
体
戦
】

　

優
勝　
　

加
治
木
・
吉
松
・
種
子
島
合
同

　
　
　
　

丸
山　

旺
真　
（
吉
松
中
２
年
）

　
　
　
　

○
期
日
：
10
月
27
～
28
日

　
　
　
　

○
場
所
：
東
市
来
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

優
勝　

神
村
学
園
中
等
部　

村
口　

未
祐

　
　
（
神
村
学
園
中
１
年
：
下
川
西
地
区
）

※
３
月
９
日
～
10
日　
九
州
選
抜
大
会
出

場　

(

宮
崎
県)

　
　
　
　

○
期
日
：
10
月
28
日

　
　
　
　

○
場
所
：
伊
集
院
総
合
体
育
館

【
団
体
戦
】

▼
中
学
生
女
子
の
部

　

第
３
位　

吉
松
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　

有
田　

こ
こ
ろ（
吉
松
中
２
年
）

　
　
　
　

森
山　

紗
那
（
吉
松
中
２
年
）

　
　
　
　

高
橋　

真
歩　
（
吉
松
中
１
年
）

　
　
　
　

○
期
日
：
11
月
４
日

　
　
　
　

○
場
所
：
み
や
ま
の
森
運
動
公
園

　

準
優
勝　

幸
田
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　

○
期
日
：
11
月
４
日

　
　
　
　

○
場
所
：
県
立
鴨
池
補
助
競
技
場

▼
小
学
５
年
女
子
走
幅
跳

　

第
１
位　

松
山　

花
栄（
栗
野
小
５
年
）

▼
小
学
６
年
女
子
走
幅
跳

　

第
２
位　

今
和
泉
未
来（
轟
小
６
年
）

　

第
３
位　

肥
後　

果
凛（
栗
野
小
６
年
）

第
72
回
県
民
体
育
大
会

第
73
回
国
民
体
育
大
会

（
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
）

第
18
回
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
福
井
大
会
）

第
62
回
鹿
児
島
県
高
等
学
校

新
人
陸
上
競
技
大
会

第
27
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
（
九
州
地
区
予
選
）

第
68
回
妙
円
寺
詣
り剣

道
競
技
大
会

平
成
30
年
度
姶
良
地
区

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
冬
季
大
会

第
19
回
Ｋ
Ｋ
Ｂ
小
学
生

陸
上
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８

ボ
ー
イ
ズ
リ
ー
グ
第
34
回
日
本

少
年
野
球
九
州
大
会
県
予
選

第
53
回
鹿
児
島
県
高
等
学
校

新
人
体
育
大
会

高
松
宮
賜
杯
第
62
回

全
日
本
軟
式
野
球
大
会
一
部

第
69
回
鹿
児
島
県
中
学
校

女
子
新
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ゆ
う
す
い 

の

ス
ポ
ー
ツ

（
敬
称
略
）
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第
17
回
鹿
児
島
県
中
学
生

ク
ラ
ブ
対
抗
新
人
相
撲
大
会
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ゆうすいの街角

～
一
輪
に
二
色
の
菊
～  

鮮
や
か
な
秋
の
彩
り

公
民
館
学
級
の
菊
づ
く
り
教
室
に
通
う
、湧
水
町
川
西
の
別
所
澄
忠
さ
ん
（
永

山
自
治
会
在
住
）
が
育
て
る
菊
の
中
の
一
鉢
に
、
ピ
ン
ク
と
白
色
、
二
色
に
分

か
れ
た
珍
し
い
菊
花
が
鮮
や
か
に
咲
き
ま
し
た
。　
　

別
所
さ
ん
は
、「
菊
づ
く
り
を
初
め
て
15
年
目
で
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
品
種

の
菊
を
育
て
て
き
た
が
、
こ
ん
な
珍
し
い
菊
は
見
た
こ
と
も
な
い
し
、
こ
ん
な

咲
き
方
を
す
る
菊
は
初
め
て
だ
」
と
驚
い
た
様
子
で
話
さ
れ
ま
し
た
。
苗
作
り

か
ら
花
が
咲
く
ま
で
約
１
年
も
の
歳
月
を
か
け
、
毎
日
一
鉢
一
鉢
、
手
入
れ
を

欠
か
さ
ず
行
っ
て
咲
い
た
二
色
の
菊
花
は
、
菊
づ
く
り
教
室
の
み
な
さ
ん
と
、

町
秋
ま
つ
り
の
開
催
に
併
せ
、
吉
松
体
育
館
の
入
り
口
な
ど
に
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
菊
花
は
、
毎
年
豊
か
な
秋
を
彩
る
最
高

の
素
材
と
な
り
、
訪
れ
た
観
覧
客
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

公民館学級の菊づくり教室のみなさんと

見事なハーフの菊花と別所さん
菊花の品種：国華銀強大

2018 年鹿児島県ホルスタイン共進会について！！
　
11
月
1
日（
木
）、霧
島
市
姶
良
中
央
家
畜
市
場
に
お
い
て
、「
２
０
１
８

年
鹿
児
島
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
各
地
か
ら
、代
表
牛
79
頭
が
集
い
、湧
水
町
か
ら
も
6
頭
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
、農
事
組
合
法
人
木
原
牧
場
が
出
品
さ
れ
た
第
７
部
の
経
産

牛
が
最
優
秀
賞
１
席
に
輝
き
ま
し
た
。

　
出
品
さ
れ
た
６
頭
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

各
部
成
績　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
第
２
部
】　
優
秀
賞
２
席　
　
　
亀
澤　
登

　
　
　
　
　
優
良
賞　
　
　
　
　
内
村　
信
一　

【
第
５
部
】　
優
秀
賞
１
席　
　
　
二
反
田　
薫　
　

　
　
　
　
　
優
良
賞　
　
　
　
　
農
事
組
合
法
人　
木
原
牧
場

【
第
６
部
】　
優
良
賞　
　
　
　
　
二
反
田　
薫

【
第
７
部
】　
最
優
秀
賞
１
席　
　
農
事
組
合
法
人　
木
原
牧
場

第５部　優秀賞１席　二反田　薫氏

第７部　最優秀賞１席　（農）木原牧場　橋口　慎也氏



地域に根付くボランティア活動
多くの皆様の手により，「美しいまち」が保たれています！

シルバー人材センター，町内各所をボランティア活動

栗野中の生徒が通学路のガードレールを綺麗に

10
月
25
日
（
木
）、
本
町
の
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
が
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
協
会
の
普
及
啓
発
月
間
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
取
り
組
み
と
し
て
、

丸
池
公
園
周
辺
の
草
刈
り
・
剪
定
と
栗
野

駅
跨こ
せ
ん
き
ょ
う

線
橋
の
窓
ガ
ラ
ス
の
清
掃
、
吉
松
庁

舎
周
辺
の
草
刈
り・清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

10
月
27
日
（
土
）、
栗
野
中
学

校
の
生
徒
26
名
が
「
わ
が
ま
ち

の
美
化
」
と
「
通
学
路
の
安
全

確
保
」
を
目
的
と
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
Ｊ
Ａ
あ
い
ら
農
協
裏
の

通
学
路
に
あ
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

さ
び
落
と
し
と
塗
装
を
行
い
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
一
生
懸
命
、
錆

び
た
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
や
す
り
で

磨
き
、
塗
装
を
行
い
、
錆
び
て
色

落
ち
し
て
い
た
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が

見
事
に
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

湧水町シルバー人材センターでは，一緒に働きたいという元気な会員を募集しています。
詳しくは，湧水町シルバー人材センター（℡７４－１３１０）までお問合せください。

栗野中学校の生徒たちと教員のみなさん

9 　広報 ゆうすい  Vol. 165　2018.12
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ゆうすいの話題

11 月 22 日（木），第 11 回全国和牛能力共進
会において，団体総合優勝に輝いた日本一の鹿
児島黒牛の素晴らしさやおいしさを知ってもら
おうと，町内すべての幼稚園や保育園，小・中
学校の給食に，鹿児島黒牛のお肉が提供されま
した。

子どもたちは笑顔でお肉をほお張りながらお
いしそうに食べており，身近な給食で食育を学
ぶよい機会となりました。

是非，ご家庭でも日本一に輝いた鹿児島黒牛
を，町内のお店を利用して，ご賞味ください。

イベント期間：１２月１日（土）～１月７日（月）
２２回目の点灯式を迎えると同時に，イベン

トとしては今年で最後となります。幻想的な雰
囲気を歩きながら最後の星のさんぽ道をお楽し
みください。

点灯時間　午後 5 時 30 分～午後 10 時まで
場　　所　湧水町　轟地区運動広場
問合せ先　栗野庁舎　商工観光課
　　　　　℡ 0995-74-3111

二
ふたわたり

渡イルミネーション
「星のさんぽ道」～Final ～

子どもたちも笑顔でいっぱい
給食に鹿児島黒牛サイコロステーキ

町内イベント情報 information

平成３０年度湧水町秋まつり文化祭

　

11
月
11
日
（
日
）、
平
成
30
年
度
湧
水
町
秋
ま
つ
り

文
化
祭
が
吉
松
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
展
示

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
２
、３
０
０
点
を
超
え
る
各
団
体
の

す
ば
ら
し
い
作
品
が
展
示
さ
れ
、
舞
台
発
表
で
は
、
保

育
園
・
幼
稚
園
の
園
児
に
よ
る
舞
踊
と
合
奏
、
小
・
中

学
校
の
児
童
・
生
徒
に
よ
る
合
唱
、
演
奏
や
、
町
文
化

協
会
員
に
よ
る
日
本
舞
踊
、
太
極
拳
な
ど
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
郷
土
芸
能
で
は
、
川
添
俵
踊
り
や

四
ッ
枝
前
フ
ル
イ
踊
り
な
ど
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
祭
の
最
後
を
飾
る
県
立
松
陽
高
等
学
校
に
よ
る

特
別
公
演
で
は
、
歌
を
交
え
た
吹
奏
楽
演
奏
な
ど
10
曲

が
披
露
さ
れ
、
迫
力
の
あ
る
演
奏
に
、
１
、０
０
０
人

近
く
の
観
客
が
喜
び
と
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
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さつ・長・湧水連絡会議とは？
さつま町，長島町，湧水町では，平成２６年度から「さつ・長・湧水連絡会議」

を発足し，幅広い分野にわたり共通課題についての協議や意見交換等を行い，
解決に向けた検討の場として協議を行っております。

今回は，３町の情報連携の一環として，構成町のさつま町，長島町で今後
開催されるイベントを掲載します。

さつま町 第 14 回「結いの郷」
さつま永野ウォーキング大会

　西郷隆盛の長男　
菊次郎が鉱業館長を
務めた永野金山。随
所に残る遺跡を散策
してみませんか？

　週末ごとにフラ
ワー体験教室などの
各種イベントも開催
しますので，ぜひご
参加ください。

第 9回　夢追い長島花フェスタ長島町

【日　時】※雨天決行
　　　　平成31年2月24日（日）
　　　　受付：午前8時30分
　　　　スタート：午前9時45分

【会　場】永野鉄道記念館（さつま町永野884）
【参加料】一般1,300円，高校生以下800円，幼児無料
　　　　（当日：一般1,500円　高校生以下1,000円）　　　　

　長島の春の到来を告げるこのイベントで
は，会場となる「サンセットの丘」や「川床ふ
れあいの郷」のほか，国道・県道の沿道花壇
による「ぐるっとフラワーロード」も花の見
所です。

【コース】全長8km
【申込み期間】　※当日申込み可
　 FAX，Mail：平成31年1月15日（火）～2月2日（土）
　 電 話 受 付：平成31年1月28日（月）～2月2日（土）

【申込み・問合せ先】　永野交流館
　 ℡   0996-58-0815（FAX共通）
　 Mail:  satsumanagano@po.minc.ne.jp

【期　　間】　平成31年3月23日（土）～ 5月6日（月）
【会　　場】　サンセットの丘，川床ふれあいの郷
【問合せ先】　長島花のまちづくり協議会事務局
　　　　　　（長島町役場景観推進課内）
　　　　　　℡　0996-86-1136

さ
つ
ま
町
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん

長
島
町
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
　

は
な
ち
ゃ
ん
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「内小野寺水天碑」「南方神社木像・木彫り面」が
町指定文化財に指定されました

問合せ先 吉松庁舎　生涯学習課　℡：75-2142

町
教
育
委
員
会
は
、
文
化
財
保
護
審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
「
内
小
野

寺
水
天
碑
」
と
「
南
方
神
社
木
像
・
木
彫
り
面
」
を
11
月
９
日
（
金
）、
町

指
定
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

●
内う
ち
お
の
で
ら
す
い
て
ん
ひ

小
野
寺
水
天
碑
　
有
形
民
俗
文
化
財

川
添
地
区
の
熊
野
神
社
一
帯
に
あ
っ
た
、
新い
ま

熊
山
三
蔵
院
内
小
野

寺
に
祀
ら
れ
て
い
た
水
天
（
水
の
神
）
の
御
神
体
で
す
。
平
成
26
年

5
月
、
当
時
の
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
の
市
来
隼
人
氏
と
副
会
長

の
平
島
久
弘
氏
の
調
査
に
よ
り
所
在
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

板
状
の
御
神
体
の
表
面
に
「
バ
ン
（
水
神
を
表
す
梵ぼ

ん
じ字
）
水
天
」、

裏
面
に
「
永
徳
三　

二
月
」
と
刻
さ
れ
て
お
り
、
永
徳
三
年
は
西
暦

１
３
８
３
年
、
今
か
ら
６
３
５
年
前
に
製
作
さ
れ
た
も
の
だ
と
分
か

り
ま
す
。
製
作
年
代
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
町
内
の
水
天
・
水
神
の

中
で
は
最
も
古
い
御
神
体
で
、
寺
跡
を
証
す
貴
重
な
資
料
で
す
。

こ
の
御
神
体
は
、
江
戸
時
代
に
建
立
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
祠
に

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
編
さ
ん
さ
れ
た

「
三さ

ん
ご
く
め
い
し
ょ
う
ず
え

国
名
勝
図
会
」
に
は
水
天
社
殿
の
絵
図
が
描
か
れ
て
お
り
、「
寺

内
に
淸
泉
多
く
涌ゆ

う
し
ゅ
つ出し
て
、
池
に
瀉は

き
、
水
天
社
是こ
れ

に
臨
む
、
其
下

流
は
寺
門
を
繚

り
ょ
う
じ
ょ
う
繞
し
て
、
景
色
淸
雅
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
繚
繞
…
く
ね
く
ね
と
し
て
い
る
様
。）

●
南み
な
み
か
た
じ
ん
じ
ゃ
も
く
ぞ
う

方
神
社
木
像
・
木き

ぼ彫
り
面め
ん

　
有
形
文
化
財
（
彫
刻
）

恒
次
広
田
の
南
方
神
社
は
、
も
と
も
と
諏
訪
神
社
（
お
諏
訪
さ
あ
）
で
、

明
治
時
代
以
降
に
祭
神
の
建
御
名
方
富
命(

た
け
み
な
か
た
と
み
の
み
こ
と)

の
呼
び
名
か
ら
南
方
神
社
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

幕
末
薩
摩
藩
の
史
学
者
・
伊い

じ
ち
す
え
み
ち

地
知
季
通
の
「
廻か
い
き
ん
ざ
っ
き

勤
雑
記
」
に
は
諏
訪
大
明
神

と
あ
り
、
室
町
時
代
後
期
の
永
正
６
年
（
１
５
０
９
）
の
創
建
で
は
な
い
か

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
神
社
の
御
神
体
は
男
神
と
女
神
の
木
像
２
体
で
、
木
像
と
と
も
に
３
つ

の
木
彫
り
面
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
木
像
は
２
体
と
も
背
面
に
「
永
正
六

年
己
巳
十
一
月
十
五
日
」
の
墨
書
が
あ
り
、
今
か
ら
５
０
９
年
前
の
西
暦

１
５
０
９
年
の
作
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
一
方
、
３
つ
の
木
彫
り

面
は
、
１
つ
に
「
天
文
十
九
年
庚
戌
七
月
七
日
」
の
墨
書
が
あ
り
、
今
か
ら

４
６
８
年
前
の
西
暦
１
５
５
０
年
の
作
と
思
わ
れ
ま
す
。
神
社
社
殿
と
と
も

に
広
田
地
区
の
人
々
に
よ
り
手
厚
く
保
護
・
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

制
作
年
代
の
わ
か
る
貴
重
な
文
化
財
資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
指
定
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
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●
伊
東
氏
、
飯
野
の
桶
平
に
着
陣
す

大
口
・
菱
刈
で
は
合
戦
の
最
中
で
し
た
が
、
永
禄
10
年
（
１
５
６
７
）

８
月
19
日
、
伊
東
勢
が
桶
平
へ
陣
を
構
え
た
と
い
う
知
ら
せ
が
菱
刈
攻
め

の
陣
中
に
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。
義
弘
公
の
留
守
を
窺う

か
がっ
た
の
で
す
が
、
島

津
方
は
城
を
堅
く
守
り
一
戦
を
交
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
義

弘
公
は
密
か
に
和
田
円
覚
坊
へ
命
じ
て
、
桶
平
の
陣
へ
忍
の
者
を
い
れ
、

内
小
野
寺
の
相
模
坊
光
久
へ
調
伏
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
光
久
は
伊
東
勢

の
陣
中
に
忍
び
入
り
兵
道
密
法
の
針
を
埋
め
呪じ

ゅ
そ詛
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
、
義
弘
公
は
同
年
11
月
24
日
の
早
天
に
般
若
寺
の
坂
を
越
え

て
馬ま

ご
し越
の
城
に
押
し
寄
せ
、
菱
刈
方
馬
越
城
主
井い

で手
籠ご
も
り

駿
河
入
道
父
子

三
人
を
討
ち
取
り
ま
す
。
般
若
寺
の
坂
を
越
え
た
の
は
、
伊
東
氏
の
意
表

を
つ
い
て
動
き
を
察
知
さ
れ
な
い
た
め

で
す
。
飯
野
の
兵
は
動
か
せ
な
い
の

で
、
般
若
寺
や
箱
崎
八
幡
の
光
照
院
な

ど
の
兵
を
集
め
て
菱
刈
に
向
か
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
馬
越
城
を
始
め
菱

刈
九
ケ
外
城
を
次
々
に
攻
め
落
と
し
ま

す
が
、
菱
刈
方
は
相
良
に
加
勢
を
受
け

て
、
他
の
城
を
捨
て
て
大
口
城
に
籠
り

島
津
方
に
徹
底
抗
戦
し
ま
す
。
義
弘
公

は
岩
剣
城
攻
め
以
来
の
連
戦
連
勝
で
今

や
自
信
満
々
で
、
大
口
の
堂
ケ
崎
に
は

菱
刈
・
相
良
の
連
合
軍
が
い
ま
し
た

が
、
翌
年
１
月
20
日
、
敵
を
甘
く
見
た

義
弘
公
は
少
数
の
兵
で
こ
れ
を
攻
め
ま

す
。
た
ち
ま
ち
敵
の
兵
に
取
り
囲
ま
れ

苦
戦
を
強
い
ら
れ
、
危
機
に
瀕
し
て
い

る
の
を
目
に
し
た
川か

わ
か
み上
久ひ
さ
あ
き朗
の
手
勢
が

敵
の
中
に
駆
け
入
り
戦
っ
た
の
で
義
弘

公
は
辛
く
も
危
機
を
脱
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
体
中
に
矢
が
刺
さ
り
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
の
よ
う
に
な
っ
た
川
上
久

朗
は
死
の
間
際
に
義
弘
公
を
諌い

さ

め
ま
す
。

『
若
殿
は
ゆ
く
ゆ
く
は
島
津
家
を
盛
り
立
て
て
い
く
大
事
な
お
方
で

す
。
勇
敢
な
事
は
結
構
な
こ
と
で
す
が
、
若
殿
の
命
は
自
分
一
人
の
も
の

で
は
な
い
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
く
だ
さ
れ
。
若
殿
の
背
中
に
は
家
臣
全
体

の
命
運
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。
く
れ
ぐ
れ
も
軽
々
し
い

振
る
舞
い
は
控
え
て
く
だ
さ
れ
・・・
』（
野
中
信
二
著
「
闘
将
島
津
義
弘
」

よ
り
）

伊
東
氏
が
桶
平
の
陣
を
構
え
て
か
ら
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
両
軍
が
矛
を
交
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
永
禄
11
年

（
１
５
６
８
）
11
月
、義
弘
公
は
桶
平
の
陣
を
攻
め
る
こ
と
を
決
め
ま
す
。

前
日
の
夜
に
手
勢
を
古
溝
に
伏
せ
て
お
き
、
桶
平
の
陣
の
近
く
で
鶉

う
ず
ら

狩
り

を
し
ま
す
。
こ
れ
を
見
た
伊
東
勢
が
陣
中
か
ら
ど
っ
と
押
し
寄
せ
、
鶉
狩

り
の
兵
は
敵
を
古
溝
に
誘
い
込
み
ま
す
。
伏
兵
の
中
に
誘
い
込
む
と
四
方

か
ら
敵
を
攻
め
、
大
勢
の
伊
東
氏
の
兵
を
討
ち
取
り
ま
す
。
戦
い
の
後
、

島
津
方
は
狂
歌
を
一
首
高
札
に
書
い
て
桶
平
の
陣
の
近
く
に
立
て
ま
す
。

伊
東
め
が
　
真
幸
の
陣
は
桶
平
に
　
い
い
の
ほ
し
さ
に
お
び
の
ゆ
る
さ
よ

永
禄
12
年
（
１
５
６
９
）
7
月
20
日
、
伊
東
勢
は
桶
平
の
陣
中
に
放
火

し
て
小
林
へ
引
き
上
げ
ま
す
。
天
文
22
年
（
１
５
５
３
）
か
ら
続
い
た
菱

刈
氏
と
の
戦
い
も
、
永
禄
12
年
９
月
２
日
（
１
５
６
９
）
菱
刈
氏
が
和
議

を
申
し
出
て
、
お
よ
そ
16
年
に
わ
た
る
戦
い
も
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。

寄
稿
・
市
来
隼
人
氏
（
上
場
地
区
）

平成31年は島津義弘公没後400年 Vol.7

【
日
新
公
い
ろ
は
歌
】

る
　
流る
と
お通
す
と
貴
人
や
君
の
物
語
り
、
は
じ
め
て
聞
け
る
顔
も
ち
ぞ
良
き

　

た
と
え
自
分
が
知
っ
て
い
る
話
を
目
上
の
人
が
し
て
も
、
初
め
て
聞

く
よ
う
な
顔
で
聞
く
の
が
そ
の
人
に
対
す
る
礼
儀
で
あ
る
。

を
　
小お
ぐ
る
ま車
の
我
が
悪
業
に
曳
か
れ
て
や
、
つ
と
む
る
道
を
憂
し
と
見
る
ら
ん

　

人
は
つ
い
自
分
の
怠
け
に
心
を
引
っ
張
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
怠
け
癖

が
つ
く
と
や
が
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
も
辛
く
な
っ
て
く

る
。

桶平（田原）の陣跡地付近（宮崎県えびの市）
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みなさんこんにちは！湧水町地域おこし協力隊の福重智寛
です。
季節も秋から冬になり肌寒くなってきましたね！
もうこたつやストーブの準備は整いましたか！？
寒くなってくると，よく会話の中で『鹿児島の北海道だか
らね～』という言葉を多く耳にするので，気になり調べてみ
たところ，鹿児島の北海道と言われる所は，伊佐市菱刈町や
霧島市福山町上場地区の事を言うそうです。
寒いと外に出るのもおっくうになってしまいがちな私ですが，実はこんな季節だからこそ皆さん
に是非行ってもらいたい場所があります！
それは湧水町吉松地域にある『魚野フライトエリア』です。
何故，魚野フライトエリアかといいますと，今の季節条件が整えば幻想的な『雲海』が見えるか
らです。
雲海と言えば，幻想的な雲海に浮かぶ城跡の様子が「天空の城」や「日本のマチュピチュ」と一
躍有名になった竹田城跡 ( 兵庫県 ) や，雲を下に見られる絶景カフェで名物雲海コーヒーを味わえ
る「雲の上のカフェテラス」( 北海道 ) が連想されますが，魚野フライトエリアから初めて見た雲
海の感動は，忘れられません。何回見に行っても心が洗われる気がします。
そんな幻想的な世界をもっと間近で体験したい方にお勧めしたいのが，パラグライダースクール
ウインドラブさんで，雲海の上空をパラグライダーで楽しむ体験ができます。鹿児島でも見れるス
ポットが限られている『雲海』。
今ここでしか味わえない幻想的な風景をあなたの目に焼き付けてみませんか！？

地域おこし協力隊活動報告
隊員の福重智寛

　
姶
良
伊
佐
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
主
催

平
成
30
年
度
　「
税
に
関
す
る
作
品
」
表
彰
（
敬
称
略
）

■
標
語
の
部

　
◯
加
治
木
税
務
署
長
賞

　
　
　
「
納
税
で　

未
来
へ
つ
な
ぐ　

笑
顔
と
安
心
」

下さ
げ
ど戸　

悠ゆ
う
た
ろ
う

太
郎
（
轟
小
６
年
）

■
習
字
の
部
（
小
学
校
の
部
）

　
○
佳
作

■
習
字
の
部
（
中
学
校
の
部
）

　
○
佳
作

　
　

竹た
け
の
う
え

ノ
上　

吐と

む夢
（
吉
松
小
６
年
）

　
　

迫さ
こ
だ田　

比ひ

な菜
（
栗
野
中
２
年
）

　

○
佳
作

　
　

村む
ら
お
か岡　

あ
み
り
（
吉
松
中
１
年
）

　

○
佳
　
作

　
　

野の
も
と本　

柚ゆ
ず
き希

（
栗
野
小
５
年
）
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短
　
　
歌

晩
秋
の
風
に
舞
い
散
る
銀
杏
葉
の
夫
と
見
る
秋
後
幾
度
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城　

千
鶴
子

心
臓
を
指
摘
さ
れ
て
の
田
ん
ぼ
道　

青
い
の
黄
の
と
母
は
脳
天
気　
　
　
　
　
　
　
　

福
田
三
四
五

ス
ト
ー
ブ
の
温
度
を
低
く
絞
り
い
て
独
り
の
背
中
小
さ
き
を
炙
る　
　
　
　
　
　
　
　

抜
水
ふ
く
代

ラ
ジ
オ
よ
り
キ
サ
ス
キ
サ
ス
の
曲
流
れ
落
下
傘
ス
カ
ー
ト
気
分
は
二
十
才　
　
　
　
　

原
口　

信
子

ラ
ジ
オ
聞
き
朝
の
目
覚
め
に
口
ず
さ
む
今
日
の
良
き
日
を
青
空
仰
ぐ　
　
　
　
　
　
　

内
村
美
代
子

我
が
息
子
高
価
な
メ
ロ
ン
投
げ
と
ば
す
夫
が
叫
ぶ
「
や
っ
メ
ロ
ン
だ
」
と　
　
　
　
　

永
山　

景
子

今
日
も
又
甲
羅
の
ご
と
き
コ
ル
セ
ッ
ト
肌
身
離
さ
ず
夜
は
更
け
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　

﨑
田　

ユ
ミ

晩
秋
里
山
の
紅
葉
す
ヽ
む
な
か
楚
々
と
咲
く
野
菊
に
魅
せ
ら
れ
て　
　
　
　
　
　
　
　

内
村
と
し
子

嫁
ぐ
孫
仙
巖
園
で
披
露
宴
桜
島
に
も
祝
福
さ
れ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

綾
子

魚
野
越
え
の
牧
舎
も
牛
も
静
か
な
り
反ハ
ン
ス
ウ芻
の
刻
を
夏キ

リ霧
は
流
る
る　
　
　
　
　
　
　
　

坂
元　

美
子

入
院
の
夫
が
美う

ま味
し
と
食
べ
て
い
る
姿
が
笑
顔
に
変
わ
り
た
る
妻　
　
　
　
　
　
　
　

今
西　

麗
子

枯
れ
て
な
ほ
山
椒
の
棘
は
生
き
て
お
り
う
か
つ
に
伸
ば
し
し
手
を
刺
さ
れ
た
り　
　
　

榎
木
志
津
代

　
川
　
　
柳

指
か
ぞ
え
娘
の
帰
郷
待
つ
わ
た
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
村　

住
義

幸
せ
な
笑
い
声
デ
イ
運
動
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
田
シ
ゲ
子

　
俳
　
　
句

親
譲
り
小
振
り
種
な
し
柚
子
擬も
ど
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
園
ら
ん
子

神
苑
に
天
使
の
笑
ひ
七
五
三　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綾
織　

統
一

小
春
日
や
ひ
ね
も
す
端は
し
い居
で
有う
よ
ね
は
ん

余
涅
槃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
居　

雪
伯

　

薩
摩
狂
句 

（
唱
）
福
田
三
四
五 

廃う
っ
す棄
っ
ち
持
っ
出で

っ
来
た
て
又
始な

え末
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
総が
ん
ぶ
い

入
歯

　
　
（
唱
）「
昭
和
だ
ね
え
」
ち
孫
も
呆あ
き

れ
っ

菊き
っ
ま
つ祭

い
片か
た
ふ頬
笑わ

る
ち
ょ
っ
西せ

ご郷
人に
ん
ぎ
ょ形　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

ち
ょ
っ
し
も
た

　
　
（
唱
）
今き

ゅ日
で
三
年
目
誰だ
い

も
怒が

ら
い
め

大で
こ
ん
ば

根
葉
も
後あ

と期
前さ
期
き
蒔め

た
や
長な

ご
食た

も
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

店
ん
幸さ
っ

ち
ゃ
ん

　
　
（
唱
）
人ひ

て
与く

れ
か
た
い
忙せ
ひ

こ
わ
じ
す
ん

・
こ
の
「
ゆ
う
す
い
文
芸
」
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し
た
い

方
は
、
毎
月
15
日
ま
で
に
栗
野
中
央
公
民
館
ま
で
お
届
け

く
だ
さ
い
。

午前9時～午後5時まで（受付は午後4時30分まで）

， ，

，
， ，

，
，
，，，，

，
，，
，
，
，，，

，
， ，

，

，
， ， ，

，

， ， ， ，

， ，

Phenomena-dome version(2018)
Daito Manabe + Satoshi Horii

身近な現場から作り出したアルゴリズムなど
を用いて生成したデータを元にして、音と映
像を再構築し、ドーム状のシアターで投影す
る作品。

午前 9時～午後 5時（入園は午後 4時 30分まで）

特別企画展
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＊ソフィア・ラーダーの国際交流日記＊

～クリスマスツリーについて～
　アメリカでは，毎年ほとんどの家庭がクリスマスツリーを立てま
す。私の家でも毎年クリスマスツリーを立てますので，今回はツリー
の習慣について話したいと思います。クリスマスツリーは，１６世紀
にドイツで始まって他の国に広まったものです。アメリカには，１９
世紀後半にその伝統が伝わったとされています。最初は自然にある木
だけを使っていましたが，現在は冬になると育種場などで木が売られ
ますので，森の中に行って探して切る必要がありません。私が子ども
の頃は，毎年父親と一緒にツリーの木を選びに行っていました。木の
香りがすごく良かったのを覚えています。
　ツリーには家族と一緒にライトを巻いて，オーナメント（クリスマスツリーに付ける装飾品），
星の飾りなどをかけます。私の家では，毎年母親が姉と私にオーナメントを１個ずつくれます。将
来，私が家を買ったらこれまで毎年集めていたオーナメントを木に飾ります。家族が離れて住むよ
うになってから，最近は作り物の木を飾りますが，ツリーの大きさは変わりません。アメリカのツ
リーの大きさは，２メートルほどあり，天井まで達する木が一般的です。ツリーの下には，プレゼ
ントがたくさん置かれ，両親や子ども，家族など相互にプレゼントを渡したり受け取ったりして楽
しい時間を過ごします。
　皆さんの家庭ではツリーを毎年飾りますか？来月もよろしくお願いします。

皆さん，こんにちは！そして，メリークリスマス！私が初めて日本
に来たとき，私はクリスマスがここまでよく知られているとは思いま
せんでしたが，意外に知られていることにびっくりしました。私は日
本のクリスマスの飾りやお祝いはすごく良いので，アメリカのそれに
も匹敵すると思います。しかし，日本ではクリスマスはロマンチック
な一日ですが，海外のクリスマスは家族に焦点を当てた休日です。同
じように，日本にはないアメリカのファミリー向けのクリスマスの伝統がありますので，今回は
そんな伝統を紹介したいと思います！

1 番目の楽しい伝統は，家の装飾です。12 月から，アメリカの家族は，カラフルな電灯と標識，
さらには可愛い空気で膨らませるキャラクター（サンタ，ルドルフなど）で家を飾り始めます。
クリスマスが近づくにつれ，近所をドライブして回り，各家の美しい装飾を見るのは楽しいです。
日本では，多くの人々がモールや遊園地のような人気のある場所でイルミネーションを見に行き
ます。湧水町のクリスマスシーズンにある，轟のイルミネーションイベントを楽しみにしてます！

２番目の楽しい伝統は，ジンジャーブレッド（生姜を使った洋菓子の一種）でお菓子の家を作り，
クッキーとミルクをサンタのために，残していることです。クリスマスイブに，多くの家族がジ
ンジャーブレッドクッキーの壁や屋根をアイシングで接着し，色とりどりの飴で外装を飾ります。
夜中にサンタさんがプレゼントを配りながら可愛いジンジャーブレッドハウスを見て楽しむため
に，家族がクリスマスツリーの近くにジンジャーブレッドハウスを残します。そして，サンタさ
んが美味しいクッキーとミルクを食べるために，家族がクッキーとミルクを隣に残します。

このクリスマス時期には，皆さんが家族と一緒に過ごすことができ，クリスマスの伝統を楽し
める事を願っています！

「楽しいアメリカの
クリスマスの伝統」

第3回D
ec

em

ber Newslett er

Jesseとのスペシャルなエピソード
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くりの図書館に行こう！

開館時間：午前１０時～午後６時（毎週金曜日は午後７時まで開館）
休 館 日：毎週月曜日，祝日（こどもの日，海の日，文化の日を除く），毎月第４木曜日，
　　　　　年末年始（12/29 ～ 1/3），特別館内整理期間
問合せ先：くりの図書館　℡７４－１８２１

　
吉
松
小
学
校
の
２
年
生
が
図
書
館
見
学
に
来
館

さ
れ
ま
し
た
。
職
員
が
館
内
を
案
内
し
、
実
際
に

返
却
さ
れ
た
絵
本
を
棚
に
戻
す
作
業
の
体
験
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
感
じ
た
こ
と
を
メ
モ
し

た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
し
て
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

よ
う
こ
そ
図
書
館
見
学

11月13日(火)

▲メモを取りながら、真剣に話を聞いている様子

幸田小学校へ読み聞かせに行ってきました！

　11 月 1日 ( 木 )，幸田小学校で出前お
はなし会を行いました。秋の絵本の読み
聞かせやパネルシアターを一緒に楽しみ
ました。また，図書委員会の児童による
ペープサートは大変素晴らしく，笑顔が
あふれる時間となりました。

就
業
体
験
学
習
を

受
け
入
れ
ま
し
た

　10 月 30 日 ( 火 ) ～ 11 月 1 日 ( 木 ) の間，鹿児
島県立霧島高等高校２年生が図書館で体験学習を行
いました。カウンターの貸出返却や図書の整理など，
細かい作業にも一生懸命取り組んで頂きました。

▲霧島高校２年生
向高力斗さん　樋口凌我さん　前田篤弥さん

ご寄付をいただきました！
　　　　　　　

ありがとうございました！

　荒田　文子様からご寄付をい
ただきました。図書館の本や絵
本等の購入のために大切に使わ
せていただきます。
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税務課からのお知らせ

滞納処分は，税金滞納者の意思に関わりなく，滞納になっている税金を強制的に徴収するため，そ
の人の財産を差押さえて換価（お金に換える）し，滞納になっている税金に充てる一連の手続きを
言います。今回は，よく寄せられる質問を一問一答形式でお答えします。

問
１　

納
期
限
が
過
ぎ
て
か
ら

町
税
を
納
付
し
ま
し
た
が
、
督

促
状
が
届
い
た
の
は
な
ぜ
で
す

か
？

答
１　

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ

れ
な
い
場
合
、
督
促
状
を
送
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

督
促
状
を
送
付
す
る
対
象
と
な

る
方
は
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
さ

れ
て
い
な
い
方
全
員
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

問
２　

財
産
の
差
押
え
予
告
が

送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
か
？

答
２　

再
三
通
知
を
送
付
し
て

も
何
の
連
絡
も
な
い
時
や
、
納
付

約
束
を
し
な
が
ら
納
付
さ
れ
な

い
場
合
は
、
預
貯
金
や
給
料
、
不

動
産
等
の
財
産
を
調
査
し
て
差

押
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
納
期
内
納
付
さ
れ
た
大
多
数

の
善
良
な
納
税
者
と
税
の
公
平

性
を
保
つ
た
め
、
滞
納
し
た
町
税

を
確
保
す
る
目
的
で
行
う
も
の

で
す
。

問
３　

税
金
を
滞
納
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
財
産
を
差
押
え
た
通
知

が
届
き
ま
し
た
。
事
前
に
連
絡
は

な
い
の
で
す
か
。

答
３　

税
金
の
滞
納
に
つ
い
て

は
、
事
前
の
連
絡
や
本
人
の
同
意

な
し
に
差
押
え
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

地
方
税
法
で
は
、「
督
促
状
を

発
し
た
日
か
ら
十
日
を
経
過
し

た
日
ま
で
に
完
納
さ
れ
な
い
と

き
は
、
差
押
え
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
事
前
の
連
絡
や
本
人
の

同
意
な
し
に
差
押
え
を
す
る
こ

と
が
で
き
、
差
押
え
た
後
に
書
面

で
通
知
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
税
金
滞
納
に
よ
る
差
押

え
は
、
裁
判
所
へ
の
手
続
き
等
は

必
要
な
く
、
町
が
自
力
で
執
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

督
促
や
催
告
し
て
も
な
お
納

付
が
な
い
場
合
は
、
滞
納
者
の
財

産
（
預
貯
金
・
給
与
・
不
動
産
等
）

を
発
見
す
る
た
め
、
官
公
署
・
金

融
機
関
・
勤
務
先
・
取
引
先
・
滞

納
者
の
財
産
を
占
有
す
る
第
三

者
等
に
対
し
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
財
産
の
発
見
、
差
押
え

な
ど
の
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
滞

納
者
の
住
居
を
相
手
方
の
意
思

に
関
係
な
く
強
制
的
に
捜
索
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

※
こ
れ
ら
の
調
査
や
捜
索
は
、

法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
滞
納
者

に
事
前
に
了
解
を
得
ず
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
国
税
徴
収

法
第
百
四
十
一
条
、
第
百
四
十
二

条
か
ら
第
百
四
十
七
条
）

　
　
　

　

財
産
調
査
で
発
見
さ
れ
た
財

産
に
対
す
る
差
押
え
を
行
い
ま

す
。
差
押
え
を
行
っ
た
場
合
、
滞

納
者
や
そ
の
利
害
関
係
者
（
会

社
・
金
融
機
関
・
生
命
保
険
会
社
・

不
動
産
の
抵
当
権
者
な
ど
）
に

「
差
押
通
知
」
を
送
付
し
ま
す
。

一
問
一
答

財
産
調
査
及
び
捜
索

差
　
押
　
え

滞納処分について

１２月は「鹿児島県県下一斉国民健康保険税滞納整理強化月間」です！
　国民健康保険税は国民健康保険制度を支える貴重な財源です。今年度から湧水町を含む県内すべ
ての市町村で８月と１２月を「鹿児島県県下一斉国民健康保険滞納整理強化月間」と定め，納税意
識を高める取組と納税相談等を実施します。
※災害，失業，病気等のやむを得ない事情で国民健康保険税を納期限までに納めることができない
　場合は，早めに税務課へご相談ください。
※納期内納付へのご理解とご協力をお願いします。

相談窓口：栗野庁舎　税務課管理収納係　℡ 74-3111（内線 2143）

平成 29年度滞納処分実績
対象
財産 件数 金額

(千円 )

預貯金 60 1,444

給　与 6 1,081

その他 20 1,599
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問合せ先 栗野庁舎　保健衛生課　℡：74－3111（内線2123）

国保だより



町
へ
の
ご
寄
附
に
つ
い
て
の
お
知
ら

せ
　

昭
和
49
年
に
栗
野
中
学
校
を
卒
業

さ
れ
た
、還
暦
同
窓
会
か
ら「
子
育
て

支
援
事
業
」に
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
し
て
、ご
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

平
成
31
年
度 

姶
良
高
等
技
術
専
門

校
入
校
生
募
集
　

▼
募
集
対
象
者

　

高
等
学
校
卒
業（
見
込
み
者
を
含

む
）若
し
く
は
同
等
以
上
の
学
力
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

▼
訓
練
期
間

２
年
間（
平
成
31
年
４
月
か
ら
平

成
33
年
３
月
ま
で
）

▼
願
書
締
切
日

31
年
１
月
11
日(

金
）

▼
選
考
日
時

平
成
31
年
１
月
25
日（
金
）午
前
９
時

か
ら

▼
合
格
発
表

　

平
成
31
年
２
月
４
日（
月
）

▼
選
考
方
法

　

筆
記
試
験【
総
合
問
題
】、面
接

▼
選
考
場
所

　

姶
良
高
等
技
術
専
門
校

▼
応
募
資
格

　

高
等
学
校
を
平
成
31
年
３
月
卒
業
見

込
み
の
者
、学
校
調
査
書
に
お
て
、評
定

が
概
ね
3・
０
以
上
の
者
、出
席
率
が
概

ね
95
％
以
上
の
者（
病
気
、事
故
等
止
む

得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
事
由
を
除
く
）

　

推
薦
選
考
試
験
に
合
格
し
た
場
合
、入

校
す
る
こ
と
を
確
約
で
き
る
者

▼
募
集
科
目
と
募
集
人
員

　
【
情
報
処
理
科
】　

　

定
員
20
名 

推
薦
人
員
10
名
程
度

　
【
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
】

　

定
員
20
名 

推
薦
人
員
10
名
程
度

▼
提
出
書
類

入
校
願
書（
写
真
貼
付
）

学
校
調
査
書
ま
た
は
卒
業
証
明
書

願
書
貼
付
以
外
に
写
真
1
枚

（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）

入
校
検
定
料
は
鹿
児
島
県
収
入
証
紙

２
，２
０
０
円
を
入
校
願
書
に
貼
付

▼
提
出
先・問
合
せ
先

　

姶
良
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
９
５

−

６
５

−

２
２
４
７

第
38
回
か
ら
い
も
交
流・
春
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

　

日
本
在
住
の
留
学
生
を
全
国
か
ら

南
九
州
に
招
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

体
験
を
し
ま
す
。　
　
　

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
受
入

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
受
入
期
間

　
平
成
31
年
３
月
３
日（
日
）～
17
日（
日
）

▼
申
込
締
切

　

平
成
31
年
１
月
31
日（
木
）

▼
開
催
場
所

　

鹿
児
島
県・宮
崎
県
の
各
市
町

▼
問
合
せ
先

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
い
も
交
流
事
務
局

　

☎
０
９
９
５

−

６
４

−

７
７
５
１

春
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業
の
参
加

者
募
集
に
つ
い
て

　

海
外
生
活
を
通
し
て
交
流
を
行

い
、国
際
感
覚
を
養
う
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
ま
す
。ひ
と
り
で
参
加
さ

れ
る
方
や
、初
め
て
海
外
へ
行
く
方

の
７
割
以
上
が
参
加
し
ま
す
。

ま
た
、事
前
研
修
会
で
は
、仲
間
作
り

か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、安
心

し
て
参
加
で
き
ま
す
。

　

※
コ
ー
ス
に
よ
り
、対
象
学
年・開

催
期
間・体
験
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

▼
開
催
期
間

　

平
成
31
年
３
月
24
日（
日
）
～　

　

４
月
５
日（
金
）の
６
～
11
日
間

▼
内
容

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ・英
語
研
修・文
化

交
流・地
域
見
学・野
外
活
動
等

▼
研
修
国

　

イ
ギ
リ
ス・オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア・カ

ナ
ダ・サ
イ
パ
ン・ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド・フ
ィ
リ
ピ
ン・カ
ン
ボ
ジ
ア

▼
対
象
者・募
集
定
員

　

小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生
ま
で

　

10
名
～
20
名

▼
参
加
費

　

25
．８
万
～
49
．８
万
円

▼
申
込
締
切

　

平
成
31
年
２
月
１
日（
金
）

締
切
日
ま
で
受
付
し
ま
す
。（
１
月
25

日
ま
で
に
申
込
み
の
方
は
早
期
割
引

１
万
円
）

▼
問
合
せ
先

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

〒
１
４
１

−

０
０
３
１

　
東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
７

−

15

−

４ 

　

第
三
花
田
ビ
ル
４
Ｆ

　

☎
０
３

−

６
４
１
７

−

９
７
２
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３

−

６
４
１
７

−

９
７
２
４

　

Ｅ
メ
ー
ル：info@

kskk.or.jp

　

U
RL

：http://w
w

w
.kskk.or.jp

Infomation

　町などからのお知らせや
募集などの情報をお届け
します。

交通ルールを守りましょう

横川警察署管内の
死亡事故 0

ゼロ

 は
12月7日現在1,648日です。

栗野中学校　昭和 48年卒業　
還暦同窓会代表：藤垣幸徳氏
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1 月 1日（火）
　林内科　　　　　　　　72-1818
　サン調剤薬局　　　　　72-1800
1 月 2日（水）
　前田医院　　　   　　　74-5001
1 月 3日（木）
　春田医院　          　　   76-0053
1 月 6日（日）
　ひらしまクリニック　　74-2800
　くるみ薬局　　   　　　74-5869

1 月 13日（日）
　林内科医院　　　　　　75-2047
　ピアノ薬局　　　　　　75-4526
1 月 14日（月）
　伊東内科クリニック　   72-9088
　タイガー薬局　　　　   64-6700
1 月 20日（日）
　林内科         　　　　  72-1818
　サン調剤薬局　　　　  72-1800
1 月 27日（日）
　春田医院         　　　  76-0053

日曜・祝日在宅医（薬局）（1月）

11
月
１
日
（
木
）

・
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

11
月
２
日
（
金
）

・
県
鉄
道
整
備
促
進
協
議
会
Ｊ
Ｒ
九
州
鹿

児
島
支
社
要
望

11
月
３
日
（
土
）

・
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー

テ
ィ
ー

11
月
３
日
（
土
）
～
４
日
（
日
）

・
高
原
フ
ェ
ス
タ
彫
刻
造
形
展

・
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
大
会

11
月
４
日
（
日
）

・
小
屋
敷
自
治
会
村
づ
く
り
運
動
会

・
長
谷
地
区
大
運
動
会

・
霧
島
連
山
夏
山
閉
山
式

11
月
５
日
（
月
）

・
硫
黄
山
噴
火
に
伴
う
代
替
水
源
調
査
報

告
会

11
月
５
日
（
月
）
～
７
日
（
水
）

・
硫
黄
山
噴
火
に
伴
う
暗
渠
排
水
事
業
住

民
説
明
会

11
月
６
日
（
火
）

・
加
治
木
税
務
署
長
来
庁
対
応

・
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会

・
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
交
流
会

11
月
７
日
（
水
）

・
大
分
県
九
重
町
農
業
委
員
会
視
察
研
修

対
応

・
姶
良
・
伊
佐
地
区
行
政
懇
話
会

11
月
８
日
（
木
）

・
都
市
基
盤
整
備
事
業
推
進
大
会

11
月
９
日
（
金
）

・
安
全
・
安
心
の
道
づ
く
り
を
求
め
る
全

国
大
会

11
月
11
日
（
日
）

・
町
消
防
団
秋
季
訓
練

・
伊
佐
市
市
制
施
行
十
周
年
記
念
式
典

11
月
13
日
（
火
）

・
治
水
事
業
促
進
全
国
大
会

11
月
14
日
（
水
）

・
県
企
業
立
地
懇
話
会

11
月
15
日
（
木
）

・
九
州
地
方
国
道
整
備
促
進
総
決
起
大
会

・
川
内
川
河
川
改
修
促
進
期
成
会
要
望

11
月
16
日
（
金
）

・
ア
ー
ト
の
森
館
長
来
庁
対
応

・
霧
島
ア
ー
ト
の
森
「
真
鍋
大
度
」
特
別
企

画
展
開
場
式

・
国
民
体
育
大
会
カ
ヌ
ー
競
技
情
報
交
換

会
11
月
17
日
（
土
）

・
町
社
会
福
祉
大
会

11
月
20
日
（
火
）

・
全
国
治
水
砂
防
促
進
大
会

11
月
21
日
（
水
）

・
㈱
ダ
ッ
ド
本
社
訪
問

11
月
23
日
（
金
）

・
町
表
彰
式

・
町
秋
ま
つ
り
農
林
商
工
祭

11
月
24
日
（
土
）

・
幸
田
旗
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

11
月
25
日
（
日
）

・
町
内
駅
伝
競
走
大
会

・
国
分
駐
屯
地
開
設
63
周
年
及
び
連
隊
創

立
67
周
年
記
念
行
事

11
月
26
日
（
月
）

・
鹿
児
島
刑
務
所
と
の
社
会
貢
献
作
業
調

印
式

・
か
ご
し
ま
国
体
に
向
け
た
情
報
交
換
会

11
月
27
日
（
火
）

・
議
会
運
営
委
員
会

・
姶
良
伊
佐
法
人
会
来
庁
対
応

11
月
28
日
（
水
）

・
全
国
町
村
長
大
会

11
月
29
日
（
木
）

・
議
員
全
員
協
議
会

・
霧
島
演
習
場
使
用
協
定
に
基
づ
く
協
議

会
・
北
姶
良
地
区
防
犯
研
修
会

11
月
30
日
（
金
）

・
定
例
議
会
本
会
議

町
長
動
静　
　
　

(

11
月
１
日
～
30
日)

　
（
新
生
児
） 　
（
保
護
者
）　 （
自
治
会
）

長な
が
く
ら倉　

琴こ
と
な菜　
　

正
幸　
　

  

新
替
団
地

脇わ
き　
　

理り

お央　
　

謙
太
朗　

  

新
替
団
地

齊　
　

り
な　

   
雅
弥　
　

  

御
手
洗

岡お
か
だ田　

大や
ま
と和　

   
義
樹　
　

  

支
区
外

（
平
成
30
年
11
月
届
出
分
）

（
平
成
30
年
11
月
届
出
分
）

（
平
成
30
年
11
月
届
出
分
）

（
平
成
30
年
３
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

鶴
丸
の
宮
内
一
己
さ
ん
か
ら

（
ト
ミ
さ
ん
死
去
）

中
郡
前
の
延
時
新
子
さ
ん
か
ら

（
春
夫
さ
ん
死
去
）

町
外
の
比
良
田
忠
幸
さ
ん
か
ら

（
れ
い
子
さ
ん
死
去
）

坂
元
の
折
田
廣
吉
さ
ん
か
ら

（
雅
人
さ
ん
死
去
）

長
谷
下
の
瀬
口
文
雄
さ
ん
か
ら

（
ミ
サ
さ
ん
死
去
）

大
迫
の
藏
野
加
代
子
さ
ん
か
ら

（
宮
田
フ
サ
ヱ
さ
ん
死
去
）

町
外
の
迫
間
晴
夫
さ
ん
か
ら

（
ヒ
デ
さ
ん
死
去
）

長
谷
中
の
中
水
流
充
さ
ん
か
ら

（
ミ
ツ
エ
さ
ん
死
去
）

竹
田
吉
松
の
能
勢
節
子
さ
ん
か
ら

（
正
昭
さ
ん
死
去
）

柿
木
の
平
島
久
弘
さ
ん
か
ら

（
安
喜
子
さ
ん
死
去
）

小
屋
敷
の
木
原
広
美
さ
ん
か
ら

（
ス
ミ
子
さ
ん
死
去
）

佃
の
辻
陽
一
さ
ん
か
ら

（
サ
チ
子
さ
ん
死
去
）

　
（
故
人
）　　
　

 　
（
亨
年
）　    （
自
治
会
）

竹
下　

行
夫　
　
　
　
　

71　
　
　
　

中
郡
後

永
野　

美
雪　
　
　
　
　

86　
　
　
　

幸
田
南

西
迫　

ノ
ブ
子　
　
　
　

92　
　
　
　

田
尾
原
西

宮
本　

ミ
ド
リ　
　
　
　

83　
　
　
　

停
三

木
原　

ス
ミ
子　
　
　
　

92　
　
　
　

小
屋
敷　
　
　
　
　
　

江
島　

重
則　
　
　
　
　

89　
　
　
　

町
外

菱
刈　

チ
リ　
　
　
　
　

88　
　
　
　

永
山

立
山　

サ
ツ
子　
　
　
　

89　
　
　
　

真
中
馬
場

宮
田　

フ
サ
ヱ　
　
　
　

91　
　
　
　

千
鳥
田

能
勢　

正
昭　
　
　
　
　

91　
　
　
　

竹
田
吉
松

平
島　

安
喜
子　
　
　
　

101　
　
　
　

柿
木

比
良
田　

れ
い
子　
　
　

89　
　
　
　

山
下
西　

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

人口の動き
住民基本台帳による
※外国人を含む

　　　　　　　　　　（前月比，前年同月比）

人口　  9,396人（ ー 13人，ー 278人）

  男      4,397人（  ±  0人，ー 125人）

  女      4,999人（  ー 13人，ー 153人）

世帯数  4,813戸（  ー  3戸，ー 68戸）

　転入　　 21人
　転出　    25人
　出生　　  4人
　死亡　　 13人

平成30年11月末現在

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】

※香典返し寄付につきましては、寄付受付日で掲
載するため、おくやみの月とは異なる場合があ
りますので、ご了承ください。
※いただきましたご寄付は、地域福祉向上のため、
有意義に活用させていただきます。

日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで
場所　姶良地区歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　０９９５−５８－４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。

さ
い
と
う



日 月 火 水 木 金 土
12/16 12/17 12/18 12/19 12/20 12/21 12/22

　　　  クリスマス
ジャズコンサート

おはなしの森
(10 :30 ～ )
おはなしコー
ナー

休館日
母子健康手帳交付

（10：00 ～ 11：00）
子育て相談

（13：00～17：15）
休館日

心配ごと相談
（9：00 ～ 12：00）

資源ごみ分別収集
日（北方・轟・幸田・
米永地区）

温泉健康相談
（13：00 ～ 16：00）

クリスマスお
はなし会（15：
00 ～）よ し ま
つふれあいの
家

心も体も元気教室　
元気アップコース

（13：30～15：00）
資源ごみ分別収集
日（川西地区）

12/23 12/24 12/25 12/26 12/27 12/28 12/29
休館日 休館日 母子健康手帳交付

（10：00 ～ 11：00）
子育て相談

（13：00～17：15）
資源ごみ分別収集
日（ 上 場・老 竹・長
谷・東中下場・西下
場地区）

温泉健康相談
（13：00 ～ 16：00）

休館日（館内整
理日）

資源ごみ分別収集
日（川東地区）

      年末・年始休館

12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5
休館日 19:00まで営業

（最終受付18：30）
休館日 19:00まで営業

（最終受付18：30）
19:00まで営業

（最終受付18：30）
年末・年始休館

資源ごみ分別収集
日（川西地区）

1/6 1/7 1/8 1/9 1/10 1/11 1/12
母子健康手帳交付

（10：00 ～ 11：00）
子育て相談

（13：00～17：15）
休館日

資源ごみ分別収集
日（ 上 場・老 竹・長
谷・東中下場・西下
場地区）

特設人権相談所
(10:00 ～ 15:00)

定例教育委員会（吉松
庁舎）※傍聴可（一部非
公開）

資源ごみ分別収集
日（川東地区）

       新春ファミ
リーコンサート
(14：00 ～ )

1/13 1/14 1/15 1/16 1/17 1/18 1/19
休館日 よしまつふれあい

の家：心配ごと相談
（9:00 ～ 12：00）

母子健康手帳交付
（10：00 ～ 11：00）
子育て相談

（13：00～17：15）
資源ごみ分別収集
日（北方・轟・幸田・
米永地区）

心も体も元気教室　
元気アップコース

（13：30～15：00）
温泉健康相談

（13：00 ～ 16：00）

心も体も元気教室　
元気アップコース

（9：30～11：00）

資源ごみ分別収集
日（川西地区）

…くりの図書館

吉保 …吉松保健センター

吉中公 …吉松中央公民館

…いきいきセンターくりの郷

吉体 …吉松体育館

…いきいきセンターくりの郷町民ホール

栗保 …栗野保健センター

栗中公 …栗野中央公民館

※下記に書いてあるイベント情報の日程は変更する場合があります。

く り の 図 書 館 コ ー ナ ー

開館時間 午前10時〜午後6時（金曜日のみ午後7時まで）
毎週月曜日・第 4 木曜日，
祝日（こどもの日，海の日，文化の日を除く），
年末年始，特別館内整理日

い き い き セ ン タ ー コ ー ナ ー 
温泉営業時間 午前 10 時～午後 9 時 45 分（最終受付は午後 9 時 15 分）
休 館 日 毎月第３月曜日（但し第 3 月曜日が祝日の場合は翌日）・元旦

町民ホール
大倉野習字教室作品展 12月15日（土）～1月8日（火）
古川玲子展 1月11日（金）～1月31日（木）

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗中公

栗保

栗保

吉保


